
　上田市の医療費助成制度は、福祉の増進と子育て支援に寄与することを目的に、病気やけがなどによる
受診や処方箋による投薬を受けた時の自己負担金を助成する制度です。県内の医療機関（病院・薬局など）
の窓口で「福祉医療費受給者証」を提示することで、助成を受けることができます。

障 が い 者

母または父の所得額

【お問い合わせ先】
上田市役所　　　　　（福祉課）  　　 ℡ 23－5130（直通）
　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 ℡ 22－4100（代表）
丸子地域自治センター（市民サービス課）　℡ 42－1118
真田地域自治センター（市民サービス課）　℡ 72－2203
武石地域自治センター（市民サービス課）　℡ 85－2068
＜母子・父子家庭等の福祉医療資格取得については下記へ＞
子育て・子育ち支援課（ひとまちげんき・健康プラザうえだ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　℡ 23－5106

　がい
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がい

出生から
18歳到達後の最初の
３月31日

出生から18歳到達後の最初の３月31日まで

18歳以上のお子さまは、 
高等学校等の在学中に限
り20歳を限度に卒業月ま
で延長が可能です。
（在学証明必要）

補そう具、鍼灸マッサージ
等の治療費の支給申請

医師の指示書、証明書

健康保険組合等から発行された支給決定通知書

、補装具
指示書
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障がい者の方は、障がいの程度のわかる手帳、障がい年金証書（手帳を交付されていない
65歳以上の方）

転入等で１月１日現在上田市に居住がない場合、「高齢者」・「障がい者」・「母子・父子家庭等」
に該当する方は、前住所地発行の所得課税証明書（所得額、扶養人数、住民税の課税状況がわ
かるもの）またはマイナンバーが確認できるもの（マイナンバーカード、マイナンバー入り住民票）

障がい者・高齢者

母子・父子家庭等

医療保険証、振込口座の預金通帳等

※ただし、鍼灸院は、下記 2または窓口のでの申請となります。

1 レセプトあたりの支払いは上限５００円です。１回目
の支払いが５００円未満の場合、同月内で２回目以降
の支払いは合計が５００円になるまで支払います。

受診月から概ね３か月後の月末に指定口座に振
り込みます。ただし、高額療養費の支給に該当
する場合は、各医療保険からの支給額確認が
完了してから振り込みます。振込がある月のみ
支払通知書を送付します。

１　出生から18歳までの方

市役所窓口での支給申請

2　18歳以上の方

　鍼灸院への受診、県外の医療機関への受診、受給者証未提示の受診の場合は、保険の自己負担金
を支払いし、福祉課または各地域自治センターで支給申請をしてください。ただし、受診の翌月から１
年を経過した場合は、申請することができませんのでご注意ください。

②高額療養費・附加給付金
　の振込と支給決定通知書 (A）

③(A)(B)の提出　

④福祉医療費の支給　　　

①高額療養費・附加給付金
　の請求

❶高額療養費・附加給付金
　の支給額に関する照会（B）

●受給者証を提示しないで受診した場合や、遡って受給者証の交付があった場合は、医療機関等に遡りの
　報告処理を依頼し、できない場合は市役所窓口で支給の申請をしてください。

出生から18歳までの方

18歳以上の方

※18歳到達後の最初の３月31日以降

※18歳到達後の最初の３月31日以降

●【提出先】

●【手続きに必要なもの】

※18歳到達後の最初の３月31日まで（4月1日生まれの方は17歳の3月31日まで）
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